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日
本
人
の
日
本
語
読
み
書
き
能
力(
リ
テ
ラ
シ
|)

は
卯
%
以
上 、
な
ど
と
い

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る 。

し
か
し
こ
れ
は
非・
完
全
文
盲
率
を
示
す
数
字
と
い
う
べ
く 、

「
日
本
人
の
読

み
書
き
能
力」
(一
九
四
八
年
調
査 、
五一
年
刊)
を
み
て
も 、
日
本
人
の
叩
%
以

上
が
理
想
的
な
読
み
書
き
能
力
を
持っ
て
い
る
と
は 、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な

い 。
『
国
語
学
大
辞
典」
総
ぺ
l

ジ
に
は「(
こ
の
四
八
年
の
調
査
に
よ
れ
ば)
社
会

生
活
に
必
要
な
読
み
書
き
能
力
gm
E
Q
を
持っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
者

は 、
も
し
満
点
を
と
っ
た
者
が
そ
れ
で
あ
る
と
す
る
な
ら
わ
ず
か
に
川
% 、
不

注
意
に
よ
る
誤
り
を
補
正
し
て
も 、
U
%
で
あ
る
と
い
う(
野
元
菊
雄
執
筆
こ
と

あ
る 。に

も
か
か
わ
ら
ず 、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う 、
日
本
人
の
読

み
書
き
能
力
は 、
一
般
に
は
依
然
と
し
て
こ
の
文
章
の
官
頭
の
よ
う
に
考
え
る

の
が
普
通
で
あ
り 、
そ
の
調
査
研
究
は 、
日
本
語
研
究 、
国
語
教
育 、
国
語
問

題
の
各
分
野
を
通
じ
て 、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る 。

イ
ン
デ
ア
ナ
大
学
の
リ
チ
ャ
l
ド・
ル
|
ピ
ン
ジ
ャ
|

教
授
に
よ
る
と 、
日

本
人
は 、
教
育(
史)
学
者 、
社
会
学
者 、
言
語
学
者
を
通
じ
て 、
ほ
と
ん
ど
こ

の
問
題
に
関
心
を
示
さ
な
い
と
い
う 。
同
教
授
は 、
比
較
教
育
史
学
者
の
立
場

か
ら 、
鋭
意
日
本
人
の
読
み
書
き
能
力
に
つ
い
て
(
特に
ω
世
紀
の
そ
れ
を)
研

究
し
て
お
ら
れ
る 。
そ
し
て 、
次
の
よ
う
な
資
料(「
識
字
調」)
の
あ
る
こ
と
を

信〉〈短

教
え
て
下
さ
っ
た 。
同
教
授
の
御
好
意
に
よ
っ
て
以
下
そ
れ
を
紹
介
す
る
が 、

同
教
授
に
よ
れ
ば 、
ひ
と
く
ち
に
読
み
書
き
能
力(
リ
テ
ラ
シ
|)
と
い
っ
て
も

さ
ま
ざ
ま
あ
る
(
「
日
本
人
の
読
み
書
き
能
力』

の
調
査
以
外
の
と
ら
え
方
も
あ
る 、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う) 。
ま
た 、
個
人
の
言
語
に
対
す
る
態
度 、
性
別 、
年
齢 、

生
育
地
な
ど
に
よ
っ
て
差
の
あ
る
こ
と
は 、
世
界
の
通
例
で
あ
る
と
い
う 。
ま

さ
に 、
社
会
言
語
学
的
な
話
題
で
あ
る
と
考
え
て 、
興
味
を
覚
え 、
投
稿
す
る

こ
と
と
し
た 。

川口
世
紀
か
ら
却
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
日
本
人
の
読
み
書
き
能
力
を
知
る
資

料
と
し
て
は 、
ま
ず
陸
軍
省
の
行っ
た
壮
丁
教
育
調
査
が
あ
るA
地
域
差
の
は
な

は
だ
しい
こ
と
が
わ
か
る) 。
そ
の
ほ
か
に 、
以
下
に
紹
介
す
る
長
野
県
北
安
曇
郡

常
盤
村(
現
大
町
市)
で
行
わ
れ
た
「
識
字
謂」
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る 。

『
長
野
県
近
代
史
研
究』
5
(一
九
七
四
年
六
月)
に
載っ
て
い
る
小
林
恵
胤

「
明
治
M
年
の
識
字
調」
に
よ
る
と 、
五
十
川
殖
と
い
う
方
と
小
林
氏
と
が 、
郡

誌
編
纂
の
た
め
の
資
料
調
査
を
行っ
て
い
る
と
き 、
た
ま
た
ま
発
見
さ
れ
た
も

の
と
い
う 。

調
査
は 、
明
治
M
年(一
八
八一
年)
に
行
わ
れ
た 。
何
の
た
め
に 、
ど
う
い

う
契
機
か
ら
調
査
が
実
施
さ
れ
た
か
は 、
い
ま
審
ら
か
で
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る 。
た
だ
し
郡
役
所
か
ら
督
促
の
あっ
た
証
拠
が
残っ
て
い
る
か
ら 、
村
独
自

の
企
画
で
な
い
こ
と
は 、
確
か
で
あ
る 。

当
時 、
全
村
の
男
子
は一
二
四
七
名 。
う
ち
満
十
五
歳
以
上
の
男
子
全
員
八

八
二
名
に
つ
い
て 、
調
査
が
行
わ
れ
た 。
「
識
字
調」
で
は 、
調
査
結
果
を
8

段

階
に
分
類
し
て
い
る 。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
属
す
る
調
査
対
象
八
八

二
名
の
す
べ
て
に
つ
い
て 、
姓
名
年
齢
を
明
記
し
て
い
る 。
し
た
が
っ
て 、
現

在
な
ら
ま
だ 、
各
種
の
詳
し
い
分
析
も
可
能
で
あ
る 。
以
下
に
そ
の
全
体
の
概

略
を 、
小
林
氏
の
論
文
か
ら
引
用
す
る 。
8

段
階
の
内
容
は 、
次
の
通
り 。
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2 
白
痴
ノ
者
(
無
之)

数
字
及
自
名
自
村
名
ヲ
読
E
記
シ
得
ザ
ル
者

較
自
名
自
村
名
ヲ
記
シ
得
ル
者

較
日
常
出
納
ノ
帳
簿
ヲ
記
シ
得
ル
者

普
通
ノ
書
簡
並
ニ
証
書
類
ヲ
白
書
シ
得
ル
者

普
通
ノ
公
用
文ニ
差
支
ナ
キ
者

公
布
達
ヲ
読
得
ル
者

公
布
達
及
新
聞
論
説
ア
解
読
シ
得
ル
者

3 4 5 6 7 8 � 15� 20� 30� 40� 50� 60� 70� 80� 計 割合

1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

2 24 43 78 48 67 38 18 4 312 35 
3 48 68 78 62 46 22 9 。 363 41 
4 20 25 37 18 17 8 3 。 128 15 
5 3 9 9 9 2 4 3 。 39 4 
6 2 5 2 3 4 1 。 。 17 2 
7 。 2 。 。 3 1 2 。 8 1 
8 3 6 2 3 1 。 。 。 15 2 

合計 100 188 198 143 140 74 35 4 882 100 

人数(人)

表
ー
と
表
2

を
見
て 、
印
象

は
ど
ん
な
も
の

で
あっ
た
ろ
う

か 。
発
見
者
の

ひ
と
り
五
十
川

氏
は
常
盤
地
区

の
出
身 。
資
料

の
保
存
さ
れ
て

い
る
市
の
常
盤

出
張
所
の
人
た

ち
と 、
自
分
の

祖
父
た
ち
は
ど

う
だ
つ
た
で
あ

ろ
う
と 、
資
料

を
繰
り
な
が
ら

感
慨
を
深
く
さ

表l

h;ご 15� 20� 30� 40� 50� 60� 70� 80� 全体|

1 。 。 。 。 。 。 。 。 。

2 24 23 35 34 48 51 51 100 35 
3 48 52 39 43 33 30 25 。 41 
4 20 13 19 13 12 11 9 。 15 
5 3 5 5 6 1 6 9 。 4 
6 2 3 1 2 3 1 。 。 2 
7 。 1 。 。 2 1 6 。 l 

8 3 3 1 2 1 。 。 。 2 I 

計 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
各年齢層内で各レベルの占める割合(%)

れ 、
隔
世
の
感

に
ひ
た
ら
れ
た

と
い
う 。

ま
ず 、
2
の

レ
ベ
ル
の
多
い

こ
と
に
驚
か
さ

れ
る 。
そ
し
て 、

こ
の
レ
ベ
ル

は 、
年
齢
が
高

い
ほ
ど 、
そ
の

年
齢
層
内
で
の

比
率
が
高
い
こ

と
が
わ
か
る

(
常
盤
村
に
お
け
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表2

る
小
学
校
の
設
立
は 、

明
治
7

年)
。

3
と
4
の
レ
ベ
ル
で
は 、
2
の
レ
ベ
ル
と
は
逆
に 、
年
齢
が
高い
ほ
ど 、
そ

の
年
齢
層
内
で
の
比
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。
そ
し
て 、
こ
こ

ま
で
で
全
体
の
引
%
(
八
O三
人)
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る 。

5
以
上
の
レ
ベ
ル
と
な
る
と 、
も
は
や
年
齢
層
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い 。

最
高
の
8
の
レ
ベ
ル
の
実
態
を
み
る
と 、
村
の
豪
農
で
か
つ
て
戸
長
な
ど
を
つ

と
め
た
経
歴
を
も
つ
も
の
が
大
部
分
を
占
め 、
ほ
か
に
学
校
の
教
員 、
も
と
の

手
習
師
匠 、
医
者 、
神
宮
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る 。

こ
の
珍
し
い
資
料
に
よ
っ
て 、
間
年
前
の
日
本
人
の
読
み
書
き
能
力
の
実
態

の一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た(
ほ
か
に
資
料は
ない
か) 。
そ
し
て 、
あ
ら
た
め
て

現
代
の
実
態
が
知
り
た
く
な
る
の
は 、
私
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い 。
過
去
の
資



料
の
採
索
を
行
う
の
と
同
時
に
(
そ
ち
ら
は
ル
l
ビ
ン
ジ
ャ
l
教
授
に
ま
か
せ
る
と

し
てて
現
状
は 、
困
難
を
の
り
こ
え
て 、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
調
べ
て
し
か
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
(
共
感
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
か)
。

リ
テ
ラ
シ
!
と
は
何
か 、
ど
ん
な
方
法
に
よ
っ
て
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
が 、
ま
ず
多
角
的
に
考
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で
読
み
書
き
能
力
が
向
上
し
た
裏
に
は 、
宗
教
改
革
が
想
定
さ

れ
る
と
い
う(バ
イ
ブ
ル
が
読
め
る
よ
う
に)
。
一
方 、
読
み
書
き
能
力
と
産
業
革

命
と
は、

直
接
の
関
連
が
な
い
と
い
う(
若
者
は
工
場
へ
)。

で
は
日
本
人
の
読
み

書
き
能
力
は 、
何
と

連
動
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か 。
地
球
的
視
野
か
ら
し
て 、

ま
こ
と
に
面
白
い
話
題
で
は
な
か
ろ
う
か 。
な
お 、
小
林
氏
の
論
文
の
関
読
に

つ
い
て
は 、
信
州
大
学
の
馬
瀬
良
雄
教
授
の
お
世
話
に
な
っ
た 。
記
し
て
感
謝

の
意
を
表
す
る 。

ーl
大
阪
大
学
教
授
||

平
成
元
年
六
月
七
日
受
理)

日本人の リテラシー信〉〈短
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